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令和6年能登半島地震における活動報告
　令和６年１月１日に発生した能登半島地震により被災された皆さまに心よりお見舞
い申し上げますとともに、一日も早い復旧・復興をお祈り申し上げます。

特集

群
馬
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
ぐ
ん
ま
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
の
支
援
活
動

◆
今
回
の
震
災
に
よ
る
避
難
所
の
特
徴

　

災
害
が
発
生
す
る
と
、
１
次
避
難
所
が
開
設
さ

れ
、
避
難
者
は
直
接
、
１
次
避
難
所
に
避
難
し
ま

す
が
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
乳
幼
児
な
ど
の
配
慮

が
必
要
な
方
や
特
定
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に

は
不
十
分
な
場
合
等
を
鑑
み
、
２
次
避
難
所
が
設

置
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
災
害
に
お
い
て
は
、

全
国
初
の
取
り
組
み
と
し
て
能
登
北
部
の
避
難
所

か
ら
要
配
慮
者
を
対
象
に
、
２
次
避
難
先
が
決
定

す
る
ま
で
の
生
活
の
場
と
し
て
「
１
・
５
次
避
難

所
」
を
金
沢
市
内
の
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
開
設
し
、
多
く
の
要
配
慮
者
が
避
難
さ

れ
ま
し
た
。

　

１
・
５
次
避
難
所
は
、
災
害
発
生
後
に
臨
機
応
変

に
設
置
さ
れ
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
運
営

さ
れ
ま
す
。 

地
域
の
状
況
や
リ
ソ
ー
ス
に
よ
っ
て

要
配
慮
者
の
避
難
先
や
福
祉
避
難
所
の
設
置
状
況

が
異
な
る
た
め
、
避
難
者
の
安
全
と
健
康
を
確
保

す
る
た
め
に
、
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◆
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
と
は

　

こ
う
し
た
避
難
所
で
の
要
配
慮
者
を
支
え
る
た

め
、
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（D

isaster W
elfare 

A
ssistance Team

＝
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
が
組
成
さ
れ
、

災
害
発
生
時
に
被
災
地
域
に
派
遣
さ
れ
る
福
祉
関

連
の
専
門
職
で
構
成
さ
れ
た
支
援
チ
ー
ム
と
し
て

避
難
所
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
目
的
と
し
て
被
災
者
の
心
理
的
・
身
体
的

な
健
康
を
支
援
し
、
生
活
基
盤
の
回
復
や
復
興
を

促
進
す
る
こ
と
で
、
群
馬
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー

ム
（
ぐ
ん
ま
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
は
、
１
・
５
次
避
難
所
の

開
設
当
初
か
ら
地
元
・
石
川
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
に
伴
走
す

る
形
で
、
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◆
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
活
動

　

活
動
に
際
し
て
は
、
行
政
の
管
理
者
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
保
健
師
や
看
護
師
、
栄
養
士
、
リ
ハ

ビ
リ
チ
ー
ム
等
の
専
門
チ
ー
ム
、
介
護
支
援
専
門

員
協
会
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
等
の

福
祉
関
係
団
体
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
要
配

慮
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
相
談
支
援
に
よ
る
聞
き

取
り
を
行
い
、
避
難
者
の
生
活
環
境
の
改
善
等
に

つ
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
ま
し
た
。

◆
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
被
災
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
災
害

の
状
況
に
応
じ
て
変
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ぐ
ん
ま
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
①
被
災
者
中
心
、②
地
元
主
体
、

③
連
携
・
協
働
の

「
支
援
の
３
原
則
」
を

根
本
に
、
ま
た
、
石

川
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
が
大
事

に
し
て
い
る
「
７
つ

の
約
束
」
を
守
り
な

が
ら
、
被
災
地
域
の

復
興
に
向
け
て
尽
力

し
て
い
ま
す
。

誠 実

心を一つに

謙 虚

思いやり

信 頼 連 携

地元主体

石川県災害派遣福祉チーム

～ 石川DWAT ７つの約束 ～

Community centered Consideration

Sincerity Confidence Modesty Cooperation

One Team

なんでも相談 応援県との連携避難者にニーズを聞きとる様子
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令和6年能登半島地震における活動報告特 集

群
馬
県
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
支
援
活
動

◆
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
災
害
が
発
生
す

る
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

災
害
Ｖ
Ｃ
）
を
開
設
し
、
被
災
地
の
困
り
ご

と
（
ニ
ー
ズ
）
の
把
握
・
整
理
を
行
う
と
と

も
に
、
支
援
を
希
望
す
る
個
人
や
団
体
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
調
整
や
、
ニ
ー
ズ

と
の
調
整
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
を
行
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
な
が
ら
被
災
者
の
困

り
ご
と
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を
実
施
し

ま
す
。

◆
社
協
職
員
に
よ
る
応
援
派
遣

　

こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
災
害
に
お
い
て

は
、
３
県
17
か
所
に
お
い
て
災
害
V
C
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
災
害
Ｖ
Ｃ
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
調
整
や
マ
ッ
チ
ン
グ
に

お
い
て
、
被
災
地
域
住
民
の
方
々
や
被
災
地

社
協
主
体
に
て
活
動
が
実
施
で
き
る
よ
う
、

全
国
各
地
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
後
方
支
援
と
し
て
他

エ
リ
ア
の
社
協
職
員
が
派
遣
さ
れ
る
仕
組
み

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
２
月
４
日
～
６
月
25
日

の
期
間
中
に
、
群
馬
県
内
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
延
べ
47
名
が
石
川
県
内
の
災
害
Ｖ

Ｃ
へ
派
遣
協
力
を
行
い
、
災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
が

円
滑
に
進
む
よ
う
に
対
応
し
ま
し
た
。

◆
地
元
の
声

　

被
災
地
域
住
民
か
ら
は
「
自
分
た
ち
だ
け
で
は
作
業
で
き
な
か
っ
た
。
ど
う

し
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
く
れ
て
助
か
っ
た
。」
と

い
う
感
謝
の
声
を
い
た
だ
き
、
災
害
V
C
の
役
割
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

一
方
で
「
被
災
し
た
家
を
解
体
し
よ
う
か
住
み
続
け
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
。」

と
い
う
こ
れ
か
ら
先
に
対
す
る
不
安
の
声
も
聞
か
れ
、
今
回
の
災
害
の
被
害
の

大
き
さ
と
、
そ
れ
に
伴
う
生
活
へ
の
影
響
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
被
災
地
社
協
に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
声
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
活
動
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　

群
馬
県
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
も
一
丸
と
な
っ
て
支
援
に
協
力
で
き
る
よ
う
尽

力
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
応
援
派
遣
の
経
験
を
群
馬
県
内
の
防
災
力
に
活
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ボランティア活動の様子② ボランティア活動の様子①

ボランティアへオリエンテーションする社協職員

派遣職員によるニーズの把握・調整
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1

<<<<<<< T O P I C S県 社 協 の 活 動 や 県 内 の 福 祉 に 関 す る
情 報 を お 知 ら せ し ま す

　

当
日
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
２
１
５

人
が
講
演
や
実
践
報
告
を
通
じ
、
つ
な
が

り
や
居
場
所
づ
く
り
と
い
っ
た
孤
独
や
孤

立
の
予
防
と
支
援
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

群
馬
県
健
康
福
祉
部
福
祉
局
の
中
島

高
志
局
長
か
ら
、「
当
事
者
が
声
を
上
げ

や
す
い
環
境
作
り
や
、
切
れ
目
の
な
い
相

談
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
多
様

な
主
体
が
連
携
し
て
、
対
策
の
効
果
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
チ
ャ
ッ
ト
相
談
や
政

府
へ
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
N
P
O
法
人

「
あ
な
た
の
い
ば
し
ょ
」（
東
京
都
）
の
大

空
幸こ
う

星き

理
事
長
（
25
）
が
、
子
ど
も
の

数
が
減
る
中
で
若
年
層
の
自
殺
が
減
っ
て

い
な
い
と
し
て
、「
若
者
に
届
く
支
援
手
法

が
重
要
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

実
践
報
告
で
は
、
前
橋
市
内
で
性
的

少
数
者
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
を
行
う
一

般
社
団
法
人
「
ハ
レ
ル
ワ
」
の
間
々
田
久ひ
さ

渚な

代
表
か
ら
取
組
み
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、県
と
県
社
協
、

N
P
O
法
人
な
ど
幅
広
い
17
団
体
で
幹

事
会
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
孤

独
・
孤
立
に
取
り
組
ん
で
い
る
組
織
・

団
体
の
入
会
を
進
め
、
当
事
者
が
相
談

窓
口
に
つ
な
が
り
や
す
く
す
る
た
め
、
専

用
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

【入会申込】
◎入会金・年会費無料
◎登録フォーム

【お問い合わせ】
群馬県社会福祉協議会 地域福祉課
前橋市新前橋町13-12
TEL：027-255-6032
FAX：027-255-6173
E-mail：gchiiki@g-shakyo.or.jp

群
馬
県
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

会
員
募
集

　

群
馬
県
で
は
、
多
様
な
主
体
が
幅
広
く
参
画
・
連
携
し
、
県

内
の
孤
独
・
孤
立
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
官
民
連

携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
組
織･

団
体
の
ご
入
会
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
入
会
の
メ
リ
ッ
ト

①
孤
独
・
孤
立
対
策
を
推
進
し
て
い
る
関
係
機
関
と

　
「
繋
が
る
」
こ
と
が
出
来
ま
す
。

②
国
、
県
か
ら
の
情
報
や
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
加
入
団
体
が

　

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
「
知
る
」
こ
と
が
出
来
ま
す
。

③
団
体
が
実
施
し
て
い
る
様
々
な
活
動
を
他
の
団
体
へ

　
「
知
ら
せ
る
」
こ
と
が
出
来
ま
す
。

群
馬
県
孤
独
・
孤
立
対
策

官民連携プラットフォーム設立総会・記念シンポジウム
　官民連携で孤独・孤立対策に取り組む「プラットフォーム」の設立総会・記念シンポ
ジウムが５月16日（木）、群馬県社会福祉総合センターで開かれました。

NPO法人
「あなたのいばしょ」理事長

大空幸
こう

星
き

 氏
主催者として挨拶する中島高志局長

一般社団法人
「ハレルワ」代表

間々田久
ひさ

渚
な

 氏

群馬県　孤独・孤立支援
ポータルサイト

4福祉ぐんま No.289



「
ぐ
ん
ま
の
子
ど
も
・
若
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

3

2
　

５
月
18
日
（
土
）、
群
馬
建
設
会
館　

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
ぐ
ん
ま
の
子
ど
も
・

若
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
設
立
総
会
を

開
催
し
、
約
80
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
経
済
的
な
困
窮
、

い
じ
め
、
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、
障
害
、

虐
待
等
、
複
合
化
・
複
雑
化
し
た
課
題
を

抱
え
、
困
難
な
状
況
の
中
で
生
活
し
て
い

る
子
ど
も
や
若
者
及
び
家
族
等
を
支
援
し

て
い
る
群
馬
県
内
の
個
人
・
団
体
同
士
が

交
流
し
、
支
援
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
連

絡
会
で
す
。

　

記
念
講
演
で
は
、
貧
困
問
題
に
つ
い
て

の
発
信
、
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る　
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
立
生
活
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
も
や
い
」
の
大
西
連

代
表
か
ら
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
な
い

社
会
を
目
指
し
て
～
子
ど
も
・
若
者
の
孤

独
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
～
」
を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
・

若
者
支
援
に
お
い
て
も
、
領
域
を
超
え
て

多
く
の
関
係
者
が
連
携
・
協
働
で
き
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
と
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
連
携
・

協
働
の
場
を
担
え
る
よ
う
今
後
の
活
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
域
就
労
準
備
支
援
・

家
計
改
善
支
援
事
業

就
労
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

   

就
労
準
備
支
援
事
業

　

｢

長
期
間
働
い
て
い
な
い｣	｢

働
き
た
い
け
れ
ど
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
い
る｣	｢

こ
つ

こ
つ
作
業
す
る
の
は
好
き
だ
け
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
自
信
が
な
い｣

な
ど
、
働

く
こ
と
へ
の
不
安
や
日
常
的
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
状
況
に

あ
っ
た
一
定
期
間
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
不
安
を
解
消
し
な
が
ら
就
労
を
目

指
し
て
い
く
事
業
で
す
。

　

就
労
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
、
そ
の
悩
み
、
一
緒
に
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
家
計
の
立
て
直
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
！

   

家
計
改
善
支
援
事
業

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
方
に
対
し
、
家
計
の
見
直
し
な

ど
を
一
緒
に
行
い
、
家
計
管
理
に
関
す
る
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
必
要
に

応
じ
て
法
律
相
談
や
貸
付
事
業
等
の
活
用
を
促
し
、
生
活
の
再
生
や
自
立
を
目
指
す

事
業
で
す
。

　

家
計
に
不
安
の
あ
る
方
、
税
金
の
滞
納
や
借
金
を
抱
え
て
い
る
方
、
そ
の
悩
み
一
緒

に
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

※
支
援
内
容
・
支
援
対
象
者
等
、
詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

T O P I C S  <<<<<<< 

《窓口・電話対応》
８：30～17：15
土・日・祝日を除く

秘密厳守 相談無料

お気軽にどうぞ！
◆お問い合わせはこちら

入会申込書等は
こちらから▶

群馬県社会福祉協議会
地域福祉課

前橋市新前橋町13-12 
TEL 027-212-0011

【お問い合わせ】
ぐんまの子ども・若者支援ネットワーク
事務局

（群馬県社会福祉協議会地域福祉課内）
〒371-8525　前橋市新前橋町13-12
TEL　027-255-6032
FAX　027-255-6173

代表に選任された湯浅やよい氏

認定NPO法人自立生活
サポートセンター・もやい代表

大西  連 氏

5 福祉ぐんま No.289



群馬県内社協職員連絡協議会

助け合い、支え合う、県社協の仲間を紹介します

　群馬県内社協職員連絡協議会（職連協）は、研修会の企画・開催等を通し、
県内の社協職員の資質向上を図るとともに、社協職員同士の横のつながりを
つくることを目的に事業を展開しています。　　
　また、年に１度の関東ブロック郡市区町村社協職員合同研究協議会では、
関東ブロックの社協職員が一堂に会し、県内外の社協職員同士の連携強化を
図っています。
　職連協では、県内地域福祉の向上のた
め、地域福祉推進の中核的な役割を担う
社協職員の専門性を高められるよう、今
後も活動を広げていきますのでよろしく
お願いします。

令和５年度事業報告・決算概要
　第３期活動推進計画に基づく４つの基本目標に沿って、２０４０年の目指す姿を展望しつつ計画的に事業を
展開しました。

「包括的支援体制の構築における市町村社協の取組指
標」の策定、群馬県内市町村社協職員の階層別能力
開発体系の策定 等

BCP・個別避難計画の策定支援、災害ボランティアセ
ンター設置運営・資機材プラットフォームの構築、能
登半島地震の支援活動 等

保育士等の求職・求人・定着支援に特化した「ぐんま
保育士就職支援センター」の新設、階層別研修「管
理職員コース」の新設 等

電子起案・文書管理システムや電子給与明細等勤怠管
理システムの導入、第３期活動推進計画の中間評価と
目標の見直し 等

　令和５年度、本会では一般会計（社会福祉事業及び公益事業）と生活福祉資金会計を合わせて支出総額３７億円を
超える規模の事業を展開しました。このうち、県からの補助・委託事業や会員の皆さまからの会費、寄附金、受講
料収入等を主な財源として実施した社会福祉事業の事業活動収支状況は以下のとおりです。

※令和５年度計算書類（収支決算書）については、県社協事務局に備え付けてあるとともに、ホームページにも
掲載しています。

Ⅰ 包括的な支援体制の構築

Ⅲ 災害福祉支援体制の強化

Ⅱ 福祉人材の確保・育成・定着

Ⅳ 県社協の組織基盤の強化

収入総額
４.9億

令和５年度
社会福祉事業拠点
事業活動収支

支出総額
４.7億

補助金収入
215,743千円

その他
40,674千円

受託金収入
137,055千円

事業収入
73,926千円

会費収入
13,402千円

助成金収入
11,202千円

事務費支出
8,949千円
助成金支出
6,538千円

人件費支出
224,651千円

事業費支出
229,960千円

その他
1,724千円

43.8％ 48.7％
47.6％

1.4％
1.9％
0.4％

27.9％

15.0％

2.7％
2.3％

8.3％

県県社社協協会会員員紹紹介介
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社協
レポート

まちの

各市町村社協の
取り組み、活動を
レポートします

　

高
齢
化
率
40
％
を
超
え
た
み
な
か
み
町
。

　

み
な
か
み
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

み
な
か
み
町
と
協
働
し
て
「
み
な
か
み　

ワ
イ
ワ
イ　

集
え
ば
元
気
！
」
を
テ
ー
マ

に
地
域
福
祉
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
や
自
立
支
援
、
社
会
参
加
に

つ
な
が
る
事
業
を
進
め
て
い
く
中
、
サ
ロ

ン
や
健
康
教
室
等
の
参
加
者
か
ら
ス
マ
ホ

の
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
等
の
相
談
を
受

け
る
事
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
声
を
も
と
に
一
昨
年
よ
り
年
３
回

「
ス
マ
ホ
教
室
（
３
日
間
コ
ー
ス
）」
を

行
っ
て
お
り
高
齢
者
の
方
を
中
心
に
多
く

の
方
に
参
加
し
て
頂
き
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ

リ
で
写
真
や
動
画
を
家
族
に
送
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、
大
変
喜

ば
れ
て
い
る
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
師
の
方
も
お
子
さ
ん
連
れ
で
参
加
し
、

世
代
を
超
え
た
集
い
の
場
と
な
り
、
み
ん

な
で
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
い
ま
す
！

み
な
か
み
　
ワ
イ
ワ
イ
　

集
え
ば
元
気
！

社会福祉法人
みなかみ町
社会福祉協議会
群馬県利根郡みなかみ町
月夜野118
TEL　0278-62-0081

みなかみ町
社会福祉協議会

ホームページ

日帰り温泉
（遊神館）で
やっています

ワイワイ
楽しく

みなさん
真剣です
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I N FORMAT ION
地区別福祉の仕事フェア2024

編集／発行
社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会
＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　https://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　令和６年７月１日

　江戸時代の末期から明治初期にかけて多くの西洋人がやってきました。
初めて目撃した日本についてそれぞれ記録を残しています。“これほど簡素
な生活なのに満足している住民は初めて見た。”“日本ほど庶民が満足そう
にしている国は他にない。”などの感想です。彼らの記録に共通するのは、
日本の「一般庶民」が精神的に豊かな生活をしていたということです。現
代は物の豊富さはあっても心は貧しい実態があります。過去を生きた日本
人の文化や伝統から教養を身につけることで、豊かで満足する生き方を復
活させることができると思います。江戸の俳人である松尾芭蕉の“閑さや
岩にしみ入る蝉の聲”を想う時、自然の一部である人の侘び寂びの美意識
や感覚を日常において大切にする生き方があれば、自然の恩恵の有難さに
感謝しながら、親身になって助け合いの和が広がると思います。

	 編集委員　群馬県保育協議会　松本 博幸

あ と が き

福祉の仕事に関心のある方、福祉分野に就職を希望する方
を対象とした就職相談会を今年度も開催いたします。

Instagramはこちら

その他、下記公共職業安定所の管轄区域でも開催を予定して
おります。時期および会場が決まり次第ご案内いたします。

（中之条地区） ･･････････令和６年１０月（予定）
（前橋地区）････････････令和６年１１月（予定）
（藤岡地区） ････････････令和６年１１月（予定）
（沼田地区） ････････････令和６年１２月（予定）
（伊勢崎地区）･･････････令和７年   １月（予定）

日　時　令和６年７月20日（土）13:00～15:00
会　場　渋川市勤労福祉センター
　　　　（渋川市石原1629番地1）

日　時　令和６年８月15日（木）13:00～15:00
会　場　富岡市生涯学習センター
　　　　（富岡市七日市400-1）

日　時　令和６年９月28日（土）13:00～15:00
会　場　イオンモール高崎　イオンホールＡ・Ｂ
　　　　（高崎市棟高町1400番地）

参 加 無 料
服 装 自 由
履歴書不要
入退場自由

渋川地区

富岡･安中地区

高崎地区

法務局西

石原

藤ノ木東
渋川駅北
渋川駅

市役所正面入口

市役所通り

市役所入口

35 25

渋川市勤労福祉センター

上
越
線

渋川市役所

豊秋小
文

中央交番前

小沢

七日市

生涯学習センター入口

上州七日市

西富岡
上州富岡

218

198

富岡市生涯学習センター

上信電鉄
富岡市役所

富岡警察署富岡中央交番

市立図書館

254

254

足 門

塚 田

引間西

辻久保

三ツ寺
棟高東

観音寺南

関
越
自
動
車
道

25

127

イオンモール高崎
イオンホールA・B

就職相談会・面接会・セ
ミナー等各種お知らせは
福祉マンパワーセンター
公式LINE
をチェック!

今後のイベントについて

公式LINE
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